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社会福祉法人の財務諸表等電子開示システム
「財務諸表等入力シート」の主な変更点について
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財務諸表等入力シートを印刷すると
法人名が印字されるようになりました。

１ 財務諸表等入力シートの印刷レイアウトについて、見やすくなるよう改善を行いました。

【参考】昨年度の画面

＜財務諸表等入力シート全体＞

☞ 紙面上部右側に法人名が印字されます。

（1）
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例：資金収支計算書 第一号四様式

拠点ごとに改ページされ、
ページ数が表示されます

3/10

＜公開用計算書類のうち、資金収支四様式、資金収支明細書、事業活動四様式、事業活動明細書、貸借対照表四様式＞

☞ 拠点ごとに改ページされ、ページ番号も表示されます。

【参考】昨年度の画面

昨年度は、改ページの位置がバラバラで
ページ数も表示されていない。

（2）
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従来はメールアドレスのみでしたが
問合せフォームのURLも

入力することができるようになりました。

２ 現況報告書のセクション１の法人基本情報の法人メールアドレス欄にURLを入力できるよう改善しました。

【参考】昨年度の画面

昨年度は、メールアドレスにURLを入力し、
「チェック」ボタンを押すとエラーメッセージが表示
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社会福祉事業において追加された事業類型コード分類（サービス区分）

３ 現況報告書のセクション11の事業類型コード分類を追加しました。

＜社会福祉事業サービス区分＞

☞ 「保育所型認定こども園」、「地域包括支援センター」を追加

社会福祉事業サービス区分に
「保育所型認定こども園」

を追加しました。

【参考】昨年度の画面

ここに追加

（1）
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公益事業において追加された事業類型コード分類（サービス区分）

公益事業サービス区分に
「地域包括支援センター」
「幼稚園型認定こども園」
「地方裁量型認定こども園」
「病院」
「診療所」

を追加しました。

＜公益事業サービス区分＞

☞ 「地域包括支援センター」、「幼稚園型認定こども園」、「地方裁量型認定こども園」、「病院」、「診療所」を追加

【参考】昨年度の画面

ここに追加

（2）
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昨年度、独自に追加していた場合には・・

① クリック

② クリック

③ 「保育所型認定こども園」をクリック

④ クリック

手順１：「現況報告書」シートの11-1で「02091202 保育所型認定こども園」を選択してください

手順２：今回追加されたサービス類型コードが表示されます（完了）

02091202 保育所型認定こども園

【お願い】 昨年度、上記の事業に該当するコード分類が無かったため、独自にコード分類追加していた場合は、今回追加した事業
類型コードで選択していただきますようお願いいたします。
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＜取組類型コード分類＞ ☞ 次に掲げる取組類型コード分類を追加

・ 地域における公益的な取組①（地域の要支援者に対する相談支援）
・ 地域における公益的な取組③（地域の要支援者に対する権利擁護支援）
・ 地域における公益的な取組⑤（既存事業の利用料の減額・免除）
・ 地域における公益的な取組⑦（地域住民に対する福祉教育）
・ 地域における公益的な取組⑨（その他）

・ 地域における公益的な取組②（地域の要支援者に対する配食、見守り、移動等の生活支援）
・ 地域における公益的な取組④（地域の要支援者に対する資金や物資の貸付・提供）
・ 地域における公益的な取組⑥（地域の福祉ニーズ等を把握するためのサロン活動）
・ 地域における公益的な取組⑧（地域の関係者とのネットワークづくり）

現況報告書 「セクション11-2.うち地域における公益的な取組（地域公共事業含む）（再掲）」

４ 現況報告書のセクション11-2の取組類型コード分類を追加しました。

11-2の「①取組類型コード分類」につ
いては、この一覧から選択してください。

【参考】昨年度の画面

昨年度は、
取り組みの内容ではなく、
公益事業の中から選択



9

【注意】 セクション「１１．前会計年度における事業等の概要 - (2)公益事業」の「①-3事業類型コード」においてもセクション
11-2の選択肢が表示されますが、ここでは選択しないようにしてください。

セクション11(2)公益事業においても、セクション
11-2の選択肢が表示されますが、ここでは選択
しないようにしてください。

セクション11(2)公益事業のコード分類について
はこちらから選択してください。
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５ 社会福祉法人会計基準等の改正にあわせて勘定科目を追加しました。

「社会福祉法人会計基準の制定に伴う会計処理等に関する運用上の留意事項について」の一部改正（平成28年11月11
日厚生労働省通知）等の改正にあわせて勘定科目を追加

財務諸表等入力シートの「勘定」シートに勘定科目を追加 「社会福祉法人会計基準の制定に伴う会計処理等に関する運用上
の留意事項について」（新旧対照表より）

会計基準にあわせて
勘定科目を追加しました。

・ ここで表示しているのはあくまでも1例であり、追加された他の科
目や詳細についてはそれぞれの通知等をご参照ください。画面はイメージです
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6 「社会福祉法人が届け出る「事業の概要等」等の様式について」の改正案に対応しました（社会福祉充実残額関係）。

「別添（財産目録）」シート 「算定シート」 「７．「現況報告書に記載する「社会福祉充実残額」」」が追加

① 社会福祉充実計画用財産の対象となる
科目（土地、建物及び建設仮勘定）の
「控除対象」列に”△”を選択

＜社会福祉充実計画用財産＞

☞ 社会福祉充実残額算定シートに新たに追加された「７．「現況報告書に記載する「社会福祉充実残額」」」の「社会福祉充実計画用財産」
の入力に対応

【参考】昨年度の画面

② 画面左上の「算定シートへ反映」ボタンをクリック

１

2

③ “△”が入力された科目の貸借対照表価
額の合計が自動転記

3
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【参考】昨年度の「算定シート」

「社会福祉充実残額」シート

初期状態では、計算の特例を適用するが選択されています。
（通常はこのままで問題ありません） 計算の特例に該当した場合であっても、計算の特例を適用しない

場合は、”適用しない”を選択してください。

「適用する」、「適用しない」の選択によって自動計算されます。

＜「計算の特例」の適用状況の変更対応＞

☞ 社会福祉充実残額算定シートにおいて、計算の特例の適用に該当した場合であっても、計算の特例を適用しない選択ができるように対応

計算特例の適用対象であれば、
自動的に計算の特例を適用


